
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 17 化学式と化学反応式 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答は次のページ 
（愛知県 A） 



  

 

 

     

（1）水素は，「塾技 12  」（1）より，亜鉛などの金属にうすい塩酸を加えることで発生させることが

できる。一方，酸素は，「塾技 11  」（1）より，二酸化マンガンにうすい過酸化水素水（オキシド

ール）を加えることで発生させることができる。なお，「塾技 18  」（1）より，イでは硫化水素が

発生し，ウでは，アンモニアが発生し（「塾技 13  」（1）で，水酸化カルシウムや水酸化ナトリウ

ムのかわりに水酸化バリウムを加えると，アンモニアと塩化バリウムと水が生じる），「塾技 19  」

（1）より，オでは二酸化炭素が発生する。 

 X：ア，Y：エ 

 

（2）   2H2 + O2 → 2H2O 

 

（3）実験 1の結果より，水素と酸素が過不足なく反応して水が生じるときの水素と酸素の体積比は，

水素：酸素 = 20cm3：10cm3 = 2：1とわかる。これは，「塾技 17  」②の気体反応における気体物

質の体積の比は，化学反応式の係数比を表すことからもわかり，（2）より，水素：酸素 = 2：1と

わかる。 

実験 2では，水素を 60cm3使用しているので，これと過不足なく反応する酸素の体積は， 

60 ÷ 2 = 30〔cm3〕とわかり，酸素の体積が 30cm3のとき，残った気体は 0cm3になり，最初にあっ

た水素がすべて反応で使われて 0cm3となる。よってその後は，加えた酸素の体積の分だけ気体が

増え，最終的には未反応の酸素 20cm3が残る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）空気 100cm3中の酸素の体積は，          となるので，反応した水素の体積は， 

21 × 2 = 42〔cm3〕とわかる。よって，反応後，袋の中に残った気体の体積は， 

  60 + 100－(21 + 42) = 97〔cm3〕 
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塾技 17  補充問題 解答・解説 
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